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Research Abstract

平成11年度には、主に、従来の新鮮ウシ⾓膜上⽪におけるKチャンネルの研究を継続し⾏った。特にアラキドン酸などの脂肪酸による電位依存型Kチャンネルの抑制および持続型外向き整
流K電流の活性増⼤について詳細に調べた。アラキドン酸類似の作⽤を有する脂肪酸にはパルミトオレイン酸やリノールライディン酸などがある。⼀⽅、オレイン酸のようにアラキドン酸
類似作⽤がない脂肪酸もある。これらに関しては、論⽂をInvestigative Ophthalmology ＆ Visual Scienceに投稿中である(平成12年10⽉に初版投稿、現在、改訂版審査中)。 
また、平成11〜12年度において、円錐⾓膜の⾓膜移植に際し新鮮ヒト⾓膜上⽪細胞を得る機会があり、Kチャンネル由来のK電流を記録した。新鮮ヒト⾓膜上⽪細胞で初めて、アラキドン
酸により活性化されるKチャンネルが発現していることを確認した。その結果の⼀部は、平成12年4⽉の第104回⽇本眼科学会総会にて発表した。 
上記の新鮮単離細胞を⽤いた実験に平⾏して、平成12年度には、ヒト⾓膜上⽪培養細胞での実験を⾏った。すなわち、組織培養のシステムを整え、ヒト⾓膜上⽪培養細胞を購⼊し、解凍
してからの初代および2代⽬の培養細胞において、K電流の特性を調べた。その結果、新鮮ウシや新鮮ヒト⾓膜上⽪にも発現しているフェナメート感受性Kチャンネルが確認された。今
後、このヒト⾓膜上⽪培養細胞を⽤いて、同Kチャンネルの制御機構や構造につき調べる予定である。
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